
 

 

 
 

１ コースを設置する高校の校長へのアンケートやヒアリングのまとめ 

  （第 1 回部会資料より） 

( 1)   良さ  

・  生徒自ら が選択し て学んでいる ため、 進路目標が明確であり 、 学習への

満足度が高い。  

・  コ ースの教育内容を 軸と し て、 地域や大学等と 積極的に連携を 進める こ

と ができ る 。  

・  校内外で成果を 発表する 機会が多く 、 プレ ゼンテーショ ン能力を 身につ           

ける こ と ができ る。  

( ２ )   課題 

・  定員を 超える希望者がいるこ と で選抜し ているコ ースがある一方で、 定 

員が充足し ないコ ースも ある 。  

・  時代の変化に伴い、 コ ースの種類によ っ ては教育内容が一般化・ 標準化  

し ている。  

・  設置し ている地域や学校が限ら れているため、 生徒の居住地によっ ては 

学びたいコ ースに通えない。  

 

２ 第 1回部会での主な意見 

 ( 1)   学び・ カ リ キュ ラ ム 

・  コ ースの人数が少ないから こ そ実習やフ ィ ールド ワーク などで融通が利

く 面があり 、 魅力になっ ている 。  

・  全ての生徒にコ ースの基礎科目を 履修さ せれば、 コ ースの学びに関する

理解が深まるかも し れないが、 その分大学受験に必要な科目を 削る こ と

になり 、 理解が得ら れない可能性がある。  

・  他コ ースへの進路変更が柔軟にでき る カ リ キュ ラ ムが生徒にと っ て望ま

し いが、 履修順序や教育内容の違い等の課題があり 難し い。  

・  本校にコ ースが設置さ れている 背景には、 地元の小学校でコ ースにつな

がる 学びが盛んであり 、その子たちが本校に入学し ている と こ ろ にある。

地域のニーズを踏まえた学びができ るコ ースと するこ と が大事である。  

 

 

( 2 )  選択時期 

・  学びを 深めるためには３ 年間が必要と 考えており 、 １ 年生から 選択さ せ

ている。  

・  ２ 年生から コ ースを 選択さ せている 。 １ 年生のう ち に丁寧にコ ースの特

徴を 説明し ている ため、 希望者が多い。 さ ら に本年度から 、 コ ースが行

っ ている 研究を 体育館で発表する こ と を 始める 。 それを １ 年生が見るこ

と で興味関心を 持ち、さ ら に選択する生徒が増えるこ と を 期待し ている。 

( 3 )  定員 

・  希望者が定員を 超えてコ ースに入れない生徒も いる が、 コ ースの学びを

普通コ ースでも 体験でき るよ う にし ている。  

・  コ ースの定員は学校長の裁量で柔軟に設定でき るよう にし ても よいので

はないか。  

( 4 )  生徒募集・ 周知 

・  生徒募集で 苦労し た と き も あっ たが、「 幅広い学びがで き 、 進路も 限  

定さ れない」と いう コ ース制の良さ を 地域に説明するこ と で改善さ れた。 

・  中学校の保護者から は、 コ ースは入口は見えやすいが出口が見えにく い

と の意見が多い。  

・  出口が多様であるから 、 上手く 発信するこ と が難し い。  

・  コ ース制の魅力は中学校も 感じ ているが、 ３ 年間学ぶこ と で、 どのよう

なキャ リ アにつながる のかがより 明確になると 良い。  

( 5 )  専門学科への改編 

・  コ ースを 専門学科にするこ と で、 特徴を も っ と 前面に出し た学校があっ

ても よいのではないか。  

・  コ ースには専門的な内容を 学べる こ と に加えて、 普通科の幅広い学びも

でき ると いう 専門学科にはない普通科なら ではの良さ がある 。  
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２ アンケート調査の結果について 

  ８ 月３ 日（ 土）、 ４ 日（ 日） に開催し た「 愛知県立高校進学フ ェ ア」 の来場

者にコ ース制に関する アンケート を 実施し た。  

  回答対象： 全来場者（ 名古屋・ 西三河・ 東三河の３ 会場合計で 8, 312 名）  

  回答者数： 1, 392 名（ 回答率 16. 7％）  

    【 表１ ： 回答者内訳】  

 全体 中学生 保護者 中学校教諭 その他 

人数 1, 392 1, 180 206 2 4 

構成比  84. 8% 14. 8% 0. 1% 0. 3% 

① 県立普通科高校の中には、 コ ース制を 設置し て専門科目を 学べる 高校があ

り ます。 そのよう な高校を 知っ ていますか？ 

回答対象： 全来場者 

 全体 中学生 保護者 中学校教諭 その他 

回答者数 1, 392 1, 180 206 2 4 

はい 
人数 991 834 152 2 3 

割合 71. 2% 70. 7% 73. 8% 100% 75. 0% 

いいえ 
人数 401 346 54 0 1 

割合 28. 8% 29. 3% 26. 2% 0% 25. 0% 

② 県立普通科高校にコ ースを 設置し てある こ と が、 志望校を 決める 際に影響

し ますか？ 

回答対象： ①で「 はい」 と 回答し た来場者 

 全体 中学生 保護者 中学校教諭 その他 

回答者数 991 834 152 2 3 

影響する 
人数 517 433 81 2 1 

割合 52. 2% 51. 9% 53. 3% 100% 33. 3% 

影響し ない 
人数 474 401 71 0 2 

割合 47. 8% 48. 1% 46. 7% 0% 66. 7% 

 

≪参考≫全回答者数( 表１ ) に対し て、 「 影響する」 と 回答し た割合 

 全体 中学生 保護者 中学校教諭 その他 

割合 37. 1% 36. 7% 39. 3% 100% 25. 0% 

 

③ 県立普通科高校に設置し ている コ ースのう ち、 あなたが学んでみたい、 興味

のある コ ースの分野を 教えてく ださ い。（ 複数選択）  

回答対象： 中学生のみ 

回答者： 1, 180 名                                         ≪参考≫      

 回答数 割合  県全体の定員 
（ １ 学年あたり ）  定員充足率 

コ ースに興味はない 320 27. 1 %   

国際 310 26. 3 % 300 53. 5 % 

理数 235 19. 9 % 40 100 % 

情報 206 17. 5 % 200 59. 1 % 

芸術 141 11. 9 % 60 80. 0 % 

教育 135 11. 4 % 60 88. 9 % 

自然、 環境 131 11. 1 % 120 19. 0 % 

医療・ 看護 113 9. 6 % 60 98. 3 % 

企業連携 80 6. 8 % 80 73. 8 % 

観光 54 4. 6 % 40 85. 0 % 

福祉 48 4. 1 % 60 46. 3 % 

➡学んでみたい、 興味のある コ ース分野の調査では、 ほと んどの分野で県

全体の定員を 超える 人数が選択し た。 なかでも 「 理数」「 芸術」「 教育」

「 医療看護」 は定員を 大き く 上回っ た。  

④ 上記以外に普通科高校で学んでみたいコ ースの分野があり まし たら 、 お書

き く ださ い。（ 自由記述）    回答対象： 中学生のみ 

 回答数   回答数 

スポーツ 11 多言語 2 

食物 7 商業 2 

経済・ 経営 5 心理 2 

プロ グラ ミ ング 4 服飾 2 

建築 4 美容 2 

動物 4 保育 2 

調理 3 法律 2 

AI 関係 3 薬学 2 

デザイ ン 2 栄養・ 養護教諭養成 2 

お金 2 ウエディ ング、 グローバルビジネス、 マー

ケティ ング、 ロボッ ト 、 英会話、 芸能、 航

空宇宙、 生物、 声優、 探究    各１  

ペッ ト ト リ ミ ング 2 
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３ 現状の整理 

〇 コ ースは生徒の学習への満足度が高かっ たり 、 コ ースの教育内容を 軸と

し て地域や大学と の連携を 進めたり でき る良さ がある。  

〇 進学フ ェ アのアン ケート 結果では、 普通科コ ース制は中学生に一定程度

認知さ れているが、必ずし も 進路選択に影響し ておら ず、入学に結び付い

ていない。  

〇 コ ースの設置さ れている地域に偏り があっ たり 、 コ ースによっ ては中学

生のニーズと 定員のミ スマッ チがあっ たり する。  

〇 コ ースで学ぶこ と でどのよう な進路につながるのかが見えにく いため、

中学生・ 保護者が積極的に選択し づら い。  

 

４ 第２回部会での論点 

( １)  時代の変化や学びのニーズに応じたコースへのリニューアルについて 

＜対応案＞ 

① 教育内容のリ ニュ ーアル 

② 専門学科等への改編、 増設・ 廃止 

 

( 2 )   卒業後の進路の発信に関する工夫について 

＜対応案＞ 

コ ースの卒業生の進路状況を ホームぺージやパン フ レ ッ ト など で分かり

やすく 発信し ていく 。  

  

３ 



   

 
 

資料 ２ 

１ 第１回部会における主な意見 

・  東海４ 県の普通科校長会で、普通科高校の魅力化・ 特色化の核は「 総合的な

探究の時間」 である と いう 話があっ た。  

・  普通科の魅力化には「 生き る力」 を高めるこ と が必要で、「 総合的な探究の

時間」 にも っ と 力を 入れるべき である 。  

・  「 総合的な探究の時間」 では生徒が自ら 問いを見つけて、 教員は見守るこ と

が大切である。 その際、 大事なこ と はアウト プッ ト の方法である。  

・  「 総合的な探究の時間」 に対する教員の負担は当然あるので、 教員が楽し ん

で、 やる気が起き る よう な工夫を し ながら 進めている。  

・  各高校の魅力を 広く 知っ ても ら う 必要があり 、 そのためには体験入学の機

会を 増やし たり 、 Ｈ Ｐ で紹介動画が閲覧でき たり するよう になる と よい。  

・  各高校のＨ Ｐ の更新や中学校への訪問を 専任で行う 職員が配置さ れれば、

効果的な広報が可能になるのではないか。  

・  「学校の特色化」と「普通科の魅力化」は混同しないことが大切である。高校生の

７割が通う普通科は、バランスが良い点にこそニーズがある。バランスの良さを、

より高い質で実現することが「普通科の魅力化」である。 

・  「普通科の魅力化」を実現するには教員が「自分ごと」としてとらえ、たくさん働か

なければならないが、「働き方改革」の時代であり、難しい面がある。 

・  日常の教育活動を行いながら学校を変えていく には、人的・時間的な余裕を生

み出すための教育委員会のサポートが必要である。 

 

２ 第１回部会後の対応 

〇 第 1 回部会資料でまと めた「 特色ある取組事例」 を 全高校に周知し た。（ ８

月５ 日に各校へ送信）  

〇 各高校の魅力・ 特色ある 取組事例の投稿を 受付け、 教育委員会の X（ 旧

Twi t t er ） でタ イ ムリ ーに発信し ている 。（ ９ 月２ 日に各校に通知）  

  【 10 月３ 日現在】 11 校から 投稿依頼あり  

 

 

各高校の魅力を 中学生・ 保護者に理解し ても ら う ために、引き 続き 特色ある事

例を 収集し て積極的に発信し ていく 。  

参考 アンケート調査の結果について 

  ８月３日（土）、４日（日）に開催した「愛知県立高校進学フェア」の来場者に進学

ニーズに関するアンケートを実施した。 

 

質問： 志望校を決める際に、何を重視しますか？（複数選択可） 

回答対象：中学生のみ   回答者：1, 180 名 

 回答数 割合 

自分の学力にあっているか 875 74. 2 % 

学校の雰囲気 849 71. 9 % 

部活動 628 53. 2 % 

通学時間 628 53. 2 % 

学びたい教育内容がある 401 34. 0 % 

学校行事 395 33. 5 % 

進学実績 378 32. 0 % 

校則 299 25. 3 % 

施設、設備 237 20. 1 % 

家族の意見 227 19. 2 % 

友人や先輩の意見 98 8. 3 % 

その他 52 4. 4 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各高校の魅力化を後押しする方策について 


